
 

２．建築会館における強震計の比較観測 
 
2.1 地盤概要 
 
(1)地盤調査結果 
 現在の建築会館の建設にあたり、地盤調査が行われた 1)。敷地内で No.A～No.E の５本の

ボーリングが掘られた（図 2.1.1）ほか、各種土質試験が行われた。 
 図 2.1.2 に、No.B、No.C、No.D のボーリング位置を含む地層断面図を示す。深さ 7m 付

近に N 値 50 以上の東京礫層(Dg-1)が現れ、支持地盤として選ばれた。その下は薄い粘土層

(Dc-2)を挟むが、再び礫層(Dg-2)が続いている。最も深くまで調査された No.D では、下部

東京層に相当する砂質土層(Ds-2)、上総層群に相当する粘土層、砂質土層(Dc, s)が見られた。 
 
(2)地盤解析の事例 
 関東支部では、1997 年の創立 50 周年を迎えるに当り、首都圏の地震の備えを提言した

特別研究を実施した。 
 東京都港区では、同区全域の地盤データ、建物データの整理が進められており、特別研

究ではそれらの提供を受けた。 
 公募委員会も併置され、大成建設のグループは、港区の地盤データに基づく２次元地盤

モデルを作成して地震応答解析を行っている 2)。図 2.1.3 に断面位置を示す。図 2.1.4 に作

成した２次元有限要素モデルを示す。表 2.1.1 に示す地盤物性を示す。図 2.1.5 に東西断面

における工学的基盤解放波に対する増幅率を１次元モデルと２次元モデルで比較したもの

を示す。建築会館では 3Hz 付近の増幅が見られる。 
 

 

 
図 2.1.1 敷地図およびボーリング位置 1) 
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図 2.1.2 地層断面図 1) 
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図 2.1.3 断面位置図 2) 

 

図 2.1.4 ２次元有限要素モデル 2) 
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表 2.1.1 物性値の設定 2) 

 
 

 
図 2.1.5 東西断面における工学的基盤解放波に対する増幅率（１次元、２次元の比較）2) 
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